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概要： 

地球惑星科学分野の教育は，地球環境や⾃然災害などの課題に対して，重要な⼀役を担う
と考えられる．⽔⽂科学分野においても同様であり，特に学校教育は重要な役割を担ってい
る．そこで，本研究では，⼩中⾼での学習指導要領や教科書における⽔⽂科学分野の学習内
容を調査した．新学習指導要領では，⼩４で「⾬⽔の⾏⽅と地⾯の様⼦」「天気の様⼦」，⼩
５年で「天気の変化」を学習し，中学校では，主に中２で「気象観測」「天気の変化」「⽇本
の気象」「⾃然の恵みと気象災害」を学ぶ．⾼等学校では科⽬が細分化され，基礎科⽬であ
る「地学基礎」で「⼤気と海洋」「⽇本の⾃然環境」が，理系科⽬となる「地学」で「地球
の⼤気と海洋」が扱われ，⽔循環の過程と収⽀まで扱われる．しかし，現場では，地学分野
を専⾨とする⼩中学校の教員は少なく，⾼校においても地学の履修率や地学専⾨の教員数
の低さという課題がある．今回調査をしていないが，関連の深い社会科・地理分野の動向に
も注視し，学校教育の現状も踏まえながら，⼀般市⺠への普及や後継者育成の場をより充実
させていく必要があると考えられる． 
 


